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編 集
後 記

　４月から広報を担当することとなりました神藤と申します。
　今まで広報に携わったことがないため、初体験の連続で楽しく勉強させていただいており
ます。
　担当する前から広報誌には目を通しておりましたが、いざ自分が担当するとなると難しく
日々頭を抱えております。稚拙な文章も多々あるかと思いますが、ＪＡごとうの情報を鮮明

に伝えられるよう努力して参りますので、温かい目で見ていただければ幸いです。
　みなさまどうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神藤　夢香）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

※相談にあたっては事前のお申込みが必要です。

2025

12



　
３
月
31
日
か
ら
本
年
産
ソ
ラ
マ
メ

の
出
荷
を
開
始
し
た
そ
ら
ま
め
部
会

は
、
４
月
４
日
、
本
店
で
出
荷
会
議

を
開
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
生
産
者
50
戸
が
面
積
４

６
２
㌃
を
栽
培
し
、
約
69
㌧
の
出
荷

を
計
画
す
る
部
会
で
は
、
昨
年
10
月

の
定
植
後
か
ら
続
い
た
干
ば
つ
に
よ

る
発
芽
不
良
と
、
年
明
け
の
降
雪
や

霜
で
生
育
が
遅
れ
、
出
荷
は
昨
年
よ

り
１
か
月
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
席
し
た
東
京
青
果(

株)

の
担
当
者

は
「
各
産
地
と
も
出
荷
に
１
か
月
の

遅
れ
が
出
て
い
る
中
、五
島
産
の
ピ
ー

ク
に
合
わ
せ
て
、
売
り
場
と
量
販
店

の
確
保
に
努
め
る
」
と
し
、「
Ｊ
Ａ
と

集
荷
情
報
を
共
有
し
て
有
利
販
売
に

つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
農
な
が
さ
き
の
担
当
者

か
ら
は
「
五
島
産
は
品
質
が
良
く
市

場
の
評
価
も
高
い
。
今
後
も
出
荷
時

の
品
質
確
認
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
収
穫
の
ピ
ー
ク
に
向
け
Ｊ
Ａ
の
担

当
者
は
、
充
実
不
足
が
見
ら
れ
る
圃

場
で
は
摘
心
を
行
い
、
莢
の
充
実
を

図
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。

　
部
会
長
の
長
尾
五
男
さ
ん
は
「
五

島
が
う
ま
い
。
人
も
う
ま
い
。
ソ
ラ

マ
メ
は
も
っ
と
う
ま
い
！
と
、
市
場

で
も
高
値
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。

　
管
内
２
か
所
の
育
苗
施
設
で
育
て

ら
れ
た
早
期
水
稲
の
苗
３
万
６
０
０

０
箱
が
、
４
月
６
日
の
久
賀
地
区
を

皮
切
り
に
、
10
日
間
か
け
て
順
次
、　

生
産
者
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
10
日
に
は
、
五
島
市
増
田
町

に
あ
る
育
苗
施
設
で
福
江
地
区
と
本

山
地
区
向
け
の
配
布
が
行
わ
れ
、
早

朝
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
前
に
は

生
産
者
の
ト
ラ
ッ
ク
が
並
び
、
職
員

ら
が
立
派
に
育
っ
た
苗
を
次
々
と
積

み
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
施
設
の
担
当
者
は
「
何
と
か
良
い

苗
が
出
来
て
安
心
し
ま
し
た
」
と
喜

び
を
語
る
一
方
で
、「
育
苗
期
間
中
は
、

ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
ら
ず
、
苗
に
か

け
る
水
が
な
く
な
り
そ
う
で
不
安
で

し
た
」
と
、
そ
の
苦
労
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　
苗
を
受
け
取
っ
た
生
産
者
も
「
こ

れ
な
ら
す
ぐ
に
田
植
え
が
出
来
る
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
国
内
で
は
、
米
不
足
が
叫
ば
れ
る

中
、
消
費
者
か
ら
も
食
用
米
の
生
産

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ようやく収穫の時を迎え、訪ねた圃場には見事

なソラマメが鈴なりに実っていました。収穫は

明日のはずですが、作業をしているご主人が手

にしていたのは、一見、立派なM階級のソラマメ

です。すると莢（さや）を割って中を見せてくれ

ました。「一粒莢」です。先日の出荷会議で聞いた

「いかにも３，４粒入っていそうな長い莢にボ

リューム不足の豆が一粒だけ」という言葉どお

りです。ご主人は「今年はこれが多くて、間引い

ているんだよ」と話してくれました。
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　いんげん部会は５月上旬
から始まる春インゲンの収
穫を前に４月４日、本店で出
荷会議を開きました。
　今年は、生産者25戸が面
積73㌃を栽培しており、出
荷のピークは５月下旬から
６月上旬で、合わせて8.7㌧
の出荷を見込んでいます。
　東京青果（株）の担当者は
「早い産地で３月頃から出荷
されている。品質は悪天候の
ため良くないが、量が少ない
ため単価高で推移している」
と市場の現状を説明。全農長
崎の担当者は　「豆類は、収
穫から選別、出荷まですべて
が手作業。そのため高齢化と
ともに栽培面積は減少し、県
内の春インゲンも前年比
88％の11.1㌶にまで減って

いる」とし、「近年、異常気象
で野菜全般が数量減の単価
高といわれる中では品質の
維持が重要。適期収穫に心が
け、萎び等のクレームを受け
ないよう努めてほしい」と話
しました。

　また、南部会長から連作障
害への対策が問われ、ＪＡで
は、土壌分析の結果を踏まえ
たチェックシートを活用し
たいと話し、加えて、葉面散
布を施し、樹勢を維持してほ
しいと呼びかけました。

　
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
14

年
。産
直
市
場
五
島
が
う
ま
い（
以
下
、

直
売
所
）で
は
、節
目
を
祝
う「
14
周
年

創
業
祭
」を
４
月
19
日
と
20
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。心
配
さ

れ
た
天
候
も
大
し
た
崩
れ
も
な
く
、春

ら
し
い
陽
気
の
中
、２
０
０
０
人
を
超

す
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、直
売
所
の
生
産
者
で
作

る
出
荷
協
力
会
が
新
鮮
な
野
菜
を
販

売
。精
肉
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
五
島
牛
」

や「
ご
と
う
美
豚
」の
パ
ッ
ク
が
５
割

引
で
提
供
さ
れ
る
な
ど
、謝
恩
価
格
で

も
て
な
し
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
か
ら
は「
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。新
鮮
で
安
く
買
え
て
、朝

か
ら
並
ん
だ
甲
斐
が
あ
っ
た
」と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
、地
元
農
産
物
の
魅
力

が
伝
わ
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
お
買
い
上
げ
抽

選
会
」を
は
じ
め
、
恒
例
の「
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
」や
子
ど
も
た
ち
に
大
好
評
の

「
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
」を
実
施
。
さ
ら
に
、

「
島
空
マ
ル
シ
ェ
」で
お
馴
染
み
の

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
登
場
し
た
ほ
か
、今

年
も（
株
）ま
す
だ
製
麺（
新
上
五
島
町
）

か
ら
名
物
の
五
島
手
延
う
ど
ん
が
振

舞
わ
れ
、多
く
の
方
々
が
笑
顔
で
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
直
売
所
は
、地
域
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
、安
全・安
心
な
農
産

物
を
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　ほめられかぼちゃ部会は
栽培技術の向上と品質の高
いかぼちゃの生産を目指し
て、部会員の圃場を回り現地
検討会を重ねています。
　４月24日に行われた検討
会には、契約先のエム・ヴイ・
エム商事をはじめトキタ種
苗やＪＡ全農から担当者も
参加。かぼちゃの生育状況を
確認しながら、今後の栽培管
理についての指導や情報共
有がされました。
　ほめられかぼちゃは、エ
ム・ヴイ・エム商事（本社神戸
市）が販売するブランド。年
間を通じて安定的に売り場
に並ぶようにと2018年にス
タートした産地リレープロ

ジェクトで、部会の取り組み
も８年目を迎えます。
　大谷部会長は「定植後、強
風などに悩まされたが、今後
も検討会を重ねて、ほめられ
率全国１位を奪還できるよ
う部会全員で頑張ります」と
意気込みを語りました。
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ら
並
ん
だ
甲
斐
が
あ
っ
た
」と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
、地
元
農
産
物
の
魅
力

が
伝
わ
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
お
買
い
上
げ
抽

選
会
」を
は
じ
め
、
恒
例
の「
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
」や
子
ど
も
た
ち
に
大
好
評
の

「
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
」を
実
施
。
さ
ら
に
、

「
島
空
マ
ル
シ
ェ
」で
お
馴
染
み
の

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
登
場
し
た
ほ
か
、今

年
も（
株
）ま
す
だ
製
麺（
新
上
五
島
町
）

か
ら
名
物
の
五
島
手
延
う
ど
ん
が
振

舞
わ
れ
、多
く
の
方
々
が
笑
顔
で
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
直
売
所
は
、地
域
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
、安
全・安
心
な
農
産

物
を
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　ほめられかぼちゃ部会は
栽培技術の向上と品質の高
いかぼちゃの生産を目指し
て、部会員の圃場を回り現地
検討会を重ねています。
　４月24日に行われた検討
会には、契約先のエム・ヴイ・
エム商事をはじめトキタ種
苗やＪＡ全農から担当者も
参加。かぼちゃの生育状況を
確認しながら、今後の栽培管
理についての指導や情報共
有がされました。
　ほめられかぼちゃは、エ
ム・ヴイ・エム商事（本社神戸
市）が販売するブランド。年
間を通じて安定的に売り場
に並ぶようにと2018年にス
タートした産地リレープロ

ジェクトで、部会の取り組み
も８年目を迎えます。
　大谷部会長は「定植後、強
風などに悩まされたが、今後
も検討会を重ねて、ほめられ
率全国１位を奪還できるよ
う部会全員で頑張ります」と
意気込みを語りました。
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Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部
は
４
月
12
日
、

本
店
で
通
常
総
会
を
開
催
し
、
本
年

度
の
活
動
計
画
を
は
じ
め
、
全
て
の

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
で
は
、
組
織
活
動
の

３
か
年
計
画
と
し
て
、
本
年
度
か
ら

『「
あ
い
♡
」
か
ら
は
じ
ま
る
「
元
気

な
地
域
」を
み
ん
な
の
力
で
』を
掲
げ
、

「
助
け
あ
い
」「
学
び
あ
い
」「
育
て
あ

い
」
の
３
つ
の
「
あ
い
♡
」
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、「
元
気
な
地
域
」
づ

く
り
を
広
げ
る
た
め
に
仲
間
を
増
や

し
、
世
代
間
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

「
あ
い
♡
」
を
語
り
合
え
る
場
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
部
長
の
前
田
須
磨
子
さ
ん
は
、「
楽

し
く
生
活
す
る
上
で
、
少
し
で
も
手

立
て
が
で
き
た
ら
い
い
」
と
、
気
負

う
こ
と
な
く
活
動
に
取
り
組
み
た
い

と
い
う
自
身
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
は
、
五
島
市
か
ら
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
の
玉
川
千
鶴
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
『
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
が
開
か
れ
、

65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症

を
発
症
す
る
と
い
わ
れ
る
現
代
社
会

に
お
い
て
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
、
偏
見
な
く
見
守
り
、
手
助
け
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
４
月
13

日
、
令
和
７
年
度
総
会
を
本
店
で
開

催
。
部
員
お
よ
び
関
係
者
が
出
席
し

て
、
今
年
度
の
活
動
計
画
や
予
算
案

な
ど
を
決
議
し
、
総
会
後
は
親
子
で

「
い
ち
ご
狩
り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
部
会
長
の
仁
田

美
鈴
さ
ん
は
、「
入
学
・
進
級
を
迎
え

た
ば
か
り
の
慌
た
だ
し
い
な
か
、
お

集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
挨
拶
。
ま
た
、
部
会
で

は
去
年
、
数
名
の
退
会
者
が
い
た
こ

と
に
ふ
れ
、
今
年
度
、
新
た
に
加
入

し
く
れ
た
会
員
に
対
し
て
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
令
和
６
年
度
の
活
動
報

告
お
よ
び
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
拍

手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
年
度
の
活
動
計
画
案

と
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
親
子
教
室

や
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
茶
話

会
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
拡
充
や
、
部

員
加
入
促
進
に
力
を
入
れ
る
こ
と
な

ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
、
会
員
同
士
が
楽
し
く
ふ
れ
あ
え

る
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
を
目
指
し

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
青
年
部
は
４
月
25
日
、

本
店
で
令
和
７
年
度
通
常
総
会
を
開

催
。
令
和
６
年
度
の
活
動
報
告
お
よ

び
収
支
決
算
、
令
和
７
年
度
の
活
動

計
画
案
と
予
算
案
な
ど
、
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
山
上
部
長
が
「
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
本
当
に
厳
し
い
が
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
力
が
青
年
部
に

は
あ
る
。
儲
か
る
農
業
を
目
指
し
て
、

盟
友
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
。
続
い
て
挨
拶
に
立
っ

た
家
永
組
合
長
は
「
将
来
の
五
島
農

業
を
担
う
皆
さ
ん
を
Ｊ
Ａ
は
全
力
で

支
援
す
る
。
生
き
る
基
本
の
『
食
』

を
守
る
た
め
に
一
緒
に
前
に
進
も
う
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
、
長
崎
県

農
協
青
年
部
協
議
会
の
浦
委
員
長
は

「
米
価
の
高
騰
な
ど
で
消
費
者
の
注
目

が
農
業
へ
と
向
い
て
い
る
今
こ
そ
、

我
々
が
手
掛
け
る
安
心
安
全
な
農
産

物
と
農
業
へ
の
理
解
を
得
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
、
食
農

教
育
を
は
じ
め
と
し
た
素
晴
ら
し
い

活
動
を
地
域
に
向
け
て
発
信
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
、
県
青
協
で
は
こ
れ

ま
で
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
加
え
、

新
た
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設
し

た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
青
年
部
は
今
年
度
、
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
や
盟
友
の
所
得
向
上
、

広
報
活
動
の
強
化
を
重
点
に
据
え
、

組
織
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。
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　令和７年度の入組式が４月１
日、本店で行われ、新採用職員２
名と臨時職員等から登用された
２名に家永嘉弘組合長から採用
辞令書が手渡されました。
　辞令を受け取った４名は緊張
した面持ちで職員としての決意
を表明。組合員や地域の方々へ
心のこもったサービスを提供す
ることを誓いました。
　家永組合長は「ＪＡは組合員
主体の組織で、一般企業とは違
う側面を持っています。皆さん
には、組合員のために意欲と責
任感をもって仕事に励み、地域
の方々から信頼されるＪＡごと
うを作っていただきたい」と激
励しました。
　入組式を終えた４名は、本店
で勤務する職員の前で挨拶した
後、管内の支店や事業所を訪れ、

翌２日には、それぞれの配属先
でＪＡ職員としての勤務をス
タートさせました。

　ＪＡ共済の普及を担うＬＡの
進発式が４月３日、本店で行わ
れ、５名のＬＡが地域住民へ安心
の保障を届ける本年度の活動を
スタートさせました。
　挨拶に立った家永組合長は、
「ＬＡの尽力により、8年連続で
目標を達成できた」と感謝を述べ
たうえで、「地域の皆様から信頼
されるＪＡであるためには、ＪＡ
共済は欠かせない存在。その使命
を果たすために、今年も力を結集
してＪＡごとうを盛り上げてほ
しい」と期待を寄せました。
　全国共済農業協同組合連合会
長崎県本部の内山勝美本部長
は、「ＬＡの皆様が諦めることな
く普及活動に取り組み、目標を
達成されたことに心から感謝と
敬意を表したい」と述べたうえ
で、「ＪＡ共済では、３か年の新し

いスローガンとして『組合員・利
用者とともに歩み続けるＪＡ共
済』を掲げ、スタートしている」と
紹介。さらに、世界情勢の変化や
物価高騰により家計が厳しさを
増すなかでも、日常生活におけ
るリスクへの備えの必要性を訴
え、「組合員・利用者の方々に寄り
添い、安心を届けるために、今後
もご尽力を賜りたい」と激励し
ました。
　ＬＡ代表の寺北職員は、「我々
は、相互扶助の理念のもと、組合
員・利用者および地域住民に大
きな安心と満足を提供し、ひと・
いえ・くるま・農業の総合保障の
確立を最大の目的として、普及
活動に邁進します」と決意を表
明。最後に、出席者全員で「ガンバ
ロー三唱」が声高らかに唱えら
れました。

　桜が満開を迎えた４月５
日、第９回島空マルシェが
開催されました。
　柔らかい日差しに南寄り
の風が吹き気温は 19 度。会
場には多くの方々が訪れ、
お馴染みのキッチンカーで
おいしい食べ物を買い求め
て、楽しいひと時を過ごし
ていました。

工事期間中は大変なご

不便とご迷惑をお掛け

致しました。

これからも明るい笑顔

で一層のサービス向上

につとめてまいります。

● 上五島支店
〒857-4404

TEL：0959-52-2417
FAX：0959-43-1955

長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355-7

　4月 1日より旧Ａコープ青方店を改装し、新たに斎場として利用を開始しました。
詳しい内容はＪＡごとう葬祭上五島支店までお問い合わせください

ＪＡごとう葬祭　上五島支店よりお知らせ
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編 集
後 記

　４月から広報を担当することとなりました神藤と申します。
　今まで広報に携わったことがないため、初体験の連続で楽しく勉強させていただいており
ます。
　担当する前から広報誌には目を通しておりましたが、いざ自分が担当するとなると難しく
日々頭を抱えております。稚拙な文章も多々あるかと思いますが、ＪＡごとうの情報を鮮明

に伝えられるよう努力して参りますので、温かい目で見ていただければ幸いです。
　みなさまどうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神藤　夢香）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

※相談にあたっては事前のお申込みが必要です。
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